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」
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二
〇
二
一
年
は
年
明
け
か
ら
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
更
に
急
拡
大

し
、昨
年
春
以
来
、二
度
目
の
緊
急
事
態

宣
言
が
発
出
さ
れ
た
。昨
年
は
日
本
を
含

め
世
界
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
た
年
だ
っ

た
が
、菅
政
権
は
昨
年
末
ま
で
に
、「
国

民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
安
心
と
希
望

の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」「
防
災
・
減

災
、国
土
強
靱
化
の
た
め
の
五
か
年
加

速
化
対
策
」「
二
〇
二
〇
年
度
第
三
次
補

正
予
算
案
」「
二
〇
二
一
年
度
予
算
案
」

「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

に
伴
う
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
」を
決
定
。

コ
ロ
ナ
対
応
と
経
済
成
長
へ
向
け
た“
弾

込
め
”を
終
え
た
。

　
建
設
産
業
が
昨
年
、強
い
関
心
を
寄

せ
て
い
た
国
土
強
靱
化
三
か
年
緊
急
対

は
七
・
六
万
㌦
で
最
下
位
。政
府
は
労
働

生
産
性
の
伸
び
率
低
下
を
、就
業
者
一

人
当
た
り
の
就
業
時
間
が
短
縮
し
た
こ

と
が
要
因
と
分
析
し
た
。

　
し
か
し
日
本
の
問
題
は
、就
業
者
一
人

当
た
り
の
就
業
時
間
の
絶
対
値
が
一
、七

〇
二
時
間
と
Ｇ
７
諸
国
の
な
か
で
三
番

目
に
長
い
上
に
、時
間
当
た
り
労
働
生
産

性
は
四
四
・
六
㌦
と
最
も
低
い
こ
と
に
あ

る
。長
時
間
労
働
の
上
に
、賃
金
も
安
い

か
ら
だ
。

　
こ
の
問
題
、見
方
を
変
え
れ
ば
労
働
生

産
性
向
上
の
余
地
が
大
き
い
だ
け
で
な

く
、労
働
生
産
性
向
上
が
賃
上
げ
に
も

直
結
す
る
こ
と
で
、一
人
ひ
と
り
の
所
得

を
増
や
し
結
果
的
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生

産
）の
維
持
・
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
可
能

性
も
秘
め
て
い
る
。こ
れ
が
働
き
方
改
革

で
歴
史
的
合
意
を
し
、政
労
使
が
共
同

歩
調
を
と
っ
た
最
大
の
理
由
だ
っ
た
。

　
も
う
一
つ
、今
後
の
建
設
産
業
に
大

き
な
影
響
を
与
え
そ
う
な
の
が
、昨
年
末

に
ま
と
ま
っ
た「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
伴
う
グ
リ
ー
ン
成
長
戦

略
」だ
。

　
そ
も
そ
も
菅
政
権
は
、“
二
〇
五
〇
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
”い
わ
ゆ
る
脱
炭

策
の
後
継
施
策
は
、五
か
年
加
速
化
対

策
と
し
て
事
業
規
模
一
五
兆
円
の
数
字

も
盛
り
込
ま
れ
た
。

　
閣
議
決
定
さ
れ
た
三
次
補
正
予
算
案

も
含
め
た
国
土
交
通
省
の
予
算
案
は
九

兆
一
、八
九
三
億
円
。一
五
カ
月
予
算
と

し
て
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
や
生
産
性
向
上

と
成
長
力
強
化
に
つ
な
が
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
が
着
実
に
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。ま
た
、建
設
産
業
界
に
と
っ
て

働
き
方
改
革
と
コ
イ
ン
の
裏
表
の
関
係

に
あ
る「
適
正
工
期
の
確
保
」に
つ
い
て

も
国
土
交
通
省
は
、国
庫
債
務
負
担
行

為（
国
債
）活
用
を
拡
大
し
、二
か
年
国

債
、ゼ
ロ
国
債
と
も
大
幅
な
増
額
設
定
を

し
た
。

　
こ
こ
ま
で
の
話
だ
け
な
ら
、現
場
も
含

め
コ
ロ
ナ
対
策
に
気
を
付
け
な
が
ら
、施

素
社
会
を
目
指
し
な
が
ら
経
済
成
長
を

図
る「
グ
リ
ー
ン
成
長
」を
成
長
戦
略
の

第
一
の
柱
に
据
え
て
い
る
。も
う
一
つ
の

柱
は「
デ
ジ
タ
ル
」で
こ
の
二
つ
の
柱
が

グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
の
機
軸
と
な
っ
た
。

強
ま
る
Ｃ
Ｏ
２
総
排
出
量

削
減
に
ど
う
対
応

　
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
と
は
温
室
効

果
ガ
ス（
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
）の
排
出
量
と
吸

収
量
が
実
質
的
に
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ

ロ
に
な
る
こ
と
を
指
す
。こ
れ
ま
で
地
球

温
暖
化
へ
の
対
応
は
、社
会
・
企
業
の
制

約
や
コ
ス
ト
と
考
え
る
時
代
が
続
い
て

き
た
。し
か
し
今
回
打
ち
出
さ
れ
た「
グ

リ
ー
ン
成
長
戦
略
」は
、地
球
温
暖
化
・

脱
炭
素
へ
の
取
組
み
を
成
長
の
機
会
と

捉
え
て
い
る
。時
代
の
大
き
な
転
換
だ
。

　
一
四
の
成
長
分
野
で
構
成
さ
れ
て
い

る
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
は
、洋
上
風
力
産

業
や
物
流
・
人
流
・
土
木
イ
ン
フ
ラ
産
業
、

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
、住
宅
・
建

築
物
産
業
／
次
世
代
型
太
陽
光
産
業
と

い
っ
た
建
設
産
業
に
関
係
す
る
分
野
が

多
く
含
ま
れ
、建
設
産
業
が
貢
献
で
き
る

可
能
性
は
十
分
あ
る
。

工
を
粛
々
と
進
め
れ
ば
良
い
。し
か
し
冒

頭
の“
弾
込
め
”の“
弾
”の
一
部
中
身
に

は
注
意
が
必
要
だ
。

　
例
え
ば
昨
年
十
二
月
一
日
、成
長
戦
略

会
議
が
総
合
経
済
対
策
に
先
だ
っ
て
公

表
し
た「
実
行
計
画
」。こ
の
計
画
は
昨

年
七
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
骨
太
方
針

二
〇
二
〇
の
早
期
実
現
が
目
的
だ
が
、計

画
の
肝
は
成
長
戦
略
の
考
え
方
と
し
て

「
労
働
生
産
性
の
向
上
」を
カ
ギ
と
し
て

挙
げ
て
い
る
点
に
あ
る
。重
視
す
る
経
済

成
長
率
は
、「
労
働
参
加
率（
就
業
者
数

を
人
口
で
割
っ
た
も
の
）」の
伸
び
率
と
、

「
労
働
生
産
性（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
就
業
者
数
で

割
っ
た
も
の
）」の
伸
び
率
を
合
計
し
た

も
の
。だ
か
ら
経
済
成
長
率
を
上
げ
る
た

め
に
は
、労
働
生
産
性
向
上
が
欠
か
せ
な

い
と
い
う
理
屈
だ
。ち
な
み
に
労
働
生
産

　
し
か
し
一
方
で
、脱
炭
素
社
会
の
加

速
と
成
長
戦
略
の
肝
で
あ
る「
労
働
生

産
性
向
上
」へ
の
よ
り
具
体
的
な
取
組

み
が
建
設
産
業
に
対
し
て
求
め
ら
れ
る

の
も
確
実
だ
。た
だ「
生
産
性
」の
定
義

そ
の
も
の
も
業
界
ご
と
に
異
な
る
。建
設

産
業
は
日
本
建
設
業
連
合
会（
日
建
連
）

が
、「
物
的
労
働
生
産
性
」と「
付
加
価

値
労
働
生
産
性
」の
二
種
類
の
な
か
か

ら
、実
態
な
ど
を
踏
ま
え
た
総
合
的
判
断

と
し
て「
物
的
労
働
生
産
性
」を
採
用
し

た
が
、国
際
比
較
で
使
わ
れ
て
い
る
の
は

「
付
加
価
値
労
働
生
産
性
」だ
。

　
も
う
一
つ
は
、カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
へ
向
け
Ｃ
Ｏ
２
を
筆
頭
に
し
た
温
室
効

果
ガ
ス
総
排
出
量
抑
制
へ
の
建
設
産
業

の
貢
献
に
つ
い
て
も
悩
ま
し
い
課
題
が
浮

上
す
る
。建
設
産
業
界
に
お
け
る
建
設
業

の
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
組
み
で
、Ｃ
Ｏ
２

削
減
活
動
の
内
容
や
実
績
を
経
団
連
に

も
提
供
し
て
い
る
の
は
、日
建
連
。し
か

し
、建
設
企
業
全
体
の
な
か
で
日
建
連
会

員
が
占
め
る
割
合
、い
わ
ゆ
る
カ
バ
ー
率

は
、完
成
工
事
高（
施
工
高
）に
占
め
る

割
合
で
二
五
％
程
度（
建
設
業
に
お
け
る

地
球
温
暖
化
の
取
組
み
、二
〇
一
八
年
九

月
）。更
に
日
建
連
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出

性
の
伸
び
率
は
、「
時
間
当
た
り
労
働
生

産
性
」と「
就
業
者
一
人
当
た
り
就
業
時

間
」そ
れ
ぞ
れ
の
伸
び
率
合
計
で
あ
る
。

処
遇
改
善
が

伸
び
率
低
下
に
つ
な
が
る

　
政
府
が
重
視
す
る
の
は
国
際
比
較
。昨

年
十
二
月
の
実
行
計
画
に
よ
れ
ば
、二
〇

一
九
年
数
値
で
労
働
参
加
率
は
女
性
や

高
齢
者
の
就
業
が
拡
大
し
た
こ
と
な
ど

を
理
由
に
、日
本
は
Ｇ
７
の
な
か
で
最
も

高
い
五
二
・
七
％
。し
か
し
労
働
生
産
性

の
伸
び
率（
二
〇
一
二
年
～
一
九
年
の
平

均
成
長
率
）は
年
〇
・
二
％
で
Ｇ
７
諸
国

の
な
か
で
イ
タ
リ
ア
に
次
い
で
低
い
。更

に
絶
対
値
で
は
Ｇ
７
の
な
か
で
ト
ッ
プ
の

ア
メ
リ
カ
一
三
・
三
万
㌦
に
対
し
、日
本

量
調
査
指
標
は
、施
工
段
階
に
限
定
し
施

工
高
一
億
円
当
た
り
の
原
単
位
を
採
用

し
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、温
室
効
果
ガ
ス
の
年
間
総
排

出
量
一
二
億
四
、〇
〇
〇
万
㌧（
二
〇
一

八
年
度
確
報
値
）の
う
ち
、建
設
産
業
全

体
の
Ｃ
Ｏ
２
総
排
出
量
は
分
か
ら
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
。設
計
、運
用
段
階
も

含
め
れ
ば
類
推
も
難
し
く
な
る
。

　
今
後
、グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
の
各
分
野

で
施
策
が
進
む
な
か
で
、経
団
連
を
ま
と

め
役
に
業
界
ご
と
の
地
球
温
暖
化
へ
の

取
組
み
内
容
が
更
に
拡
大
す
る
の
は
確

実
。そ
の
場
合
、日
建
連
が
新
た
な
取
組

み
を
け
ん
引
し
て
も
、企
業
数
や
施
工
高

シ
ェ
ア
が
高
い
中
小
建
設
企
業
群
が
グ

リ
ー
ン
成
長
戦
略
の
裏
返
し
で
あ
る
Ｃ

Ｏ
２
削
減
活
動
ま
で
手
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
る
か
ど
う
か
今
の
と
こ
ろ
不
透
明

だ
。人
口
減
少
の
な
か
で
生
産
性
向
上
と

働
き
方
改
革
に
加
え
Ｃ
Ｏ
２
削
減
へ
の
取

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

働
き
方
改
革
を
筆
頭
に
中
小
建
設
企
業

に
と
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

課
題
は
多
い
が
、建
設
産
業
は
一
体
と
な

り
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
る
グ
リ
ー

ン
成
長
戦
略
に
取
り
組
む
こ
と
を
願
う
。
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